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毛沢東による著作改変の後遺症
鱒　澤　彰　夫
　最近、張素華 『変局　七千人大会始末 1962年 1月 11日―― 2月 7日』 1） が
出版された。その p. p.171-173によれば、毛沢東の 1962年 1月 30日の講話
《在拡大的中央工作会議上的講話》 の整理稿2） は、1962年 4月に省、市、自治
区、中央各部の党委員会に下達された。そして、修正されて3） 1966年 2月 12
日の 《中央関於印発毛沢東同志在拡大的中央工作会議上的講話的通知》4） で県
団級の党内文献 （発表稿 5）） として党内に広く公表された。しかし、この文献に
ついて同書は、発表稿には、整理稿になかった“階級闘争”という言葉が挿入
され、1962年 9月八期十中全会公報の階級闘争永続論をすでに七千人大会で
毛沢東が提起していたかの如くになっているとし、この重要な修正 （即、改変） 
の事実を無視することは、毛沢東の思想的軌跡の理解を阻んでいる、と指摘し
た。このような毛沢東の言説に対する率直な指摘は、これまでには見られな
かった点である。
　この指摘により、文革中に 『毛沢東思想万歳』 6） に掲載され、通行した 《在
拡大的中央工作会議上的講話》 は、原話に近い整理稿ではなく、すでに改変さ
れた後のものであったことがわかる。しかし、中国国外の研究者にとっては、
その整理稿をそのまま知るということは不可能に近く、それを検証することは
難しいやに思われた。とはいえ、筆者は、その整理稿の全文を入手できなくて
も、その断片でも知ることはできないものかと考えた。
　その結果、『毛沢東同志論階級闘争和人民民主専政』 （党内幹部教材）7） を探し
得た。これはその書名の通り、階級闘争と人民民主主義独裁に関わる毛沢東の
言説を、テーマに沿って、語録体に編集したものであり、該書 p26、p27に 《在
拡大的中央工作会議上的講話》 の断片が掲載されていた。これを 1966年 2月
12日の通知を併載した 『学習資料』 8） と比較したところ、前掲 『変局』 p171で
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指摘された挿入部分を p12に見出すことができた。
　以下に、『毛沢東同志論階級闘争和人民民主専政』 を引用し、『学習資料』
p12により 1966年の党内発表稿で挿入された部分を下線で示す。
　（上略） 已経没有一九四九年人民共和国建立的時候那麼厲害了，也没有
一九五七年資産階級右派猖狂進攻的時候那麼厲害了，所以我們説是反動階級的
残余。但是，這個“残余”，千万不可軽視，還必須継続同他們作闘争。已経被
推翻的階級，還企画復辟。在社会主義社会，還会産生新的資産階級分子。整個
社会主義階段，存在着階級和階級闘争，這種階級闘争是長期的、複雑的、有時
甚至是很激烈的。我們的専政工具不能削弱，還応当加強。
　〔筆者訳：（反動階級は） すでに 1949年の人民共和国建国時ほど激しくなくなったし、
1957年のブルジョア階級右派の気違いじみた反攻時ほども激しくなくなったので、我々
が反動階級の残りと言うのである。しかし、この“残り”は、絶対に軽視できず、まだ
引き続き彼らと戦わねばならない。すでにひっくり返された階級はまだ復活を図る。社
会主義社会では、さらに新しいブルジョア分子を産むであろう。社会主義の全段階では、
階級と階級闘争が存在し、この階級闘争は長期的で、複雑なもので、時にとても激しい
ものである。我々の独裁手段は弱めてはならず、さらに強化すべきである。〕
　ところで、この下線部で示した挿入部分の内容は、毛沢東の 1957年２月 27
日《関於正確処理人民内部矛盾的問題 （講話稿）》には無く、1957年６月 19
日 『人民日報』 発表時の《関於正確処理人民内部矛盾的問題》に挿入された部
分と共通する。それは、
　革命時期的大規模的急風暴雨式的群衆階級闘争已経基本結束。但是，被推翻
的地主買弁階級的残余還是存在，資産階級還是存在，小資産階級剛剛在改造，
階級闘争併没有結束。無産階級和資産階級之間的階級闘争，各派政治力量之間
的階級闘争，無産階級和資産階級之間在意識形態方面的階級闘争，還是長時期
的，曲折的，有時甚至是激烈的。9）
　（筆者訳：革命期の大規模な嵐のような大衆の階級闘争はすでに基本的に終わった。
しかし、ひっくり返された地主買弁階級の残りはまだ存在し、ブルジョア階級はまだ存
在し、プチブルジョア階級は今改造中であり、階級闘争は全く終わっていない。プロレ
タリア階級とブルジョア階級との間の階級闘争、各派の政治勢力間の階級闘争、プロレ
タリア階級とブルジョア階級との間のイデオロギー方面での階級闘争は、まだ長期的で、
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曲がりくねっており、時にとても激しいものである。）
　である。
　しかし、この挿入部分について、文革終了までは、「這是毛澤東同志在最高
国務会議第十一次 （拡大） 会議上的講話。後来毛澤東同志根拠当時記録加以整
理，作了若干補充，一九五七年六月十九日在 《人民日報》 発表」 10） （筆者訳：こ
れは毛沢東同志在最高国務会議第十一次 （拡大） 会議上での講話である。後に毛沢東同
志はその記録を整理し，若干の補充をし，一九五七年六月十九日 《人民日報》 に発表さ
れた。） と、注記されていたが、その 「整理」 と 「補充」 の具体的箇所は明らか
になっていなかった。また、1957年の口頭発表当時のものと 『人民日報』 1957
年 6月 19日に掲載されたものとには、大きな相違があることは、中国国外で
もつとに知られるところであった。しかし、それが明らかになったのは文革後
であり、例えば、『中共党史主要事件簡介 （一九四九―一九八一）』 11） で具体的箇
所を指摘され、それは 「八全大会の基本的方針と合わない」 と論じられた 12）。
さらに、中国国外の研究者による全面的なテキストクリティクを可能にしたの
は、『毛沢東思想万歳』 に掲載された講話稿13） を眼にできるようになってから
のことである。とりわけ、全 23冊の 『毛沢東思想万歳』 を収集し、1957―
1958年の著作に絞り紹介した、前掲注 4の “ Speeches of Chairman Mao  From 
the Hundred Flowers to the Great Leap Forward ” の登場以来である。日本では、
その訳本・『毛沢東の秘められた講話』 により、顕在化した。
　なお、葉永烈 『反右派闘争始末』 14） p180の 「政治の風向きの変化は、《事情
在変化》 の 1957年 5月 15日」 という指摘に従えば、この 《関於正確処理人民
内部矛盾的問題》 の改変は、『建国以来毛沢東文稿』 第 6冊15） p.p.358-360の校
訂過程の記述から、早くても 5月 10日から遅くとも 6月 8日の間になされた
と推測できる。
　さて、この発表稿における改変という毛沢東のやり方は前述二例に止まら
ず、《在中国共産党全国宣伝工作会議上的講話》 にも見られ、これらは、いず
れも階級闘争消滅論から階級闘争永続論への変更であり、原話発表時期は毛沢
東の戦略的後退時期であり、公表時期は、反右派闘争発動、修正主義批判、文
化大革命発動というように毛沢東の戦略的攻勢時期である。このような発表稿
における改変は、後出しのジャンケンに似た毛沢東による意識的な時間的詐術
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であり、この時間的詐術の一端を公に指摘したのが前掲 『変局』 の貢献であ
る。
　また、その改変により、実際には原話発表時には予見性をなんらもたなかっ
た講話が、時間的詐術を加えられて、毛沢東の予見性を示すものに改変されて
いるという作用がある16）。内容の改変を時間的詐術によってかくのごとく成功
していることを考えると、9・13林彪事件の後、下達された毛沢東の林彪に対
する不安を漏らした 1966年 7月 8日付江青宛手紙17） も、その原文は破棄され
たとするなど、林彪を後継者と指名した自分の誤りを毛沢東自身が自らの権威
を守るための偽装工作の可能性が高いと見られても仕方あるまい。
　さて、階級闘争消滅論から階級闘争永続論への変更は、これを根拠とした、
文革の重要な批判論点、即ち、劉少奇批判の中心となった階級闘争消滅論批判
に、重大な影響を与えている。そこで、文革時の紅衛兵の批判を見ることか
ら、毛沢東の著作の発表稿における改変が引き起こした問題とそれを支え続け
た“決まり”を明らかにしたい。
　文革時の紅衛兵の批判は、1966年 6月 6日の 『人民日報』 に転載された 『解
放軍報』《関於文化大革命的宣伝教育要点》 で述べられているように、毛沢東
の言説を準則としたものであった。それゆえ、毛沢東の呼びかけに応えた紅衛
兵が、その運動の初期から、毛沢東の言説の収集に懸命になったのは当然の成
り行きであった。このことは、紅衛兵の残した膨大な小報 （タブロイド新聞）、
「動態」 と呼ばれた紅衛兵の組織内情報紙誌、ビラを見ると、毛沢東のアップ
デイトの言説を中心に構成・編集されているのが見て取れる。
　劉少奇への階級闘争消滅論批判は、例えば、1966年 10月 21日、高級党校
（即、中央党学校） の大字報、「劉少奇同毛主席《関於正確処理人民内部矛盾的問
題》唱対台戯」 18） に現れている。その批判方法は、劉少奇《関於高級党校学員
整風問題談話》（1957年 5月 7日） と毛沢東《関於正確処理人民内部矛盾的問題》
（1957年 2月 27日） とを比較しながら、劉少奇批判を展開したものである。
　また、1966年 11月 5日、同じく高級党校の大字報、《掲露劉少奇 1957年反
右闘争中右派真面目》19） では、劉少奇《在上海市党員幹部大会上的講話》（1957
年 4月 27日） を採りあげ、これと毛沢東《関於正確処理人民内部矛盾的問題》
（1957年 2月 27日） の、二つの講話を比較し、劉少奇批判を展開している。こ
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の批判の核心は、毛沢東の 「（在意識形態的方面……引用者注） 社会主義和資本主
義之間誰勝誰負的問題還没有真正解決」〔筆者訳：（イデオロギーの面で） 社会主義
と資本主義との間で誰が勝つか誰が負けるかという問題は、まだ本当に解決されていな
い。〕という 1957年 2月の論断と、劉少奇の 「我們説国内主要的階級闘争已経
基本上結束了、或者説基本上解決了。那就是説敵我矛盾已経基本上解決了、那
就是説国内主要矛盾已経不是敵我矛盾」 （筆者訳：国内の主要な階級闘争はすでに
基本的に終わった、或は、基本的に解決した、と我々は言うのである。つまり、敵対矛
盾はすでに基本的に解決した、つまり、校内の主要矛盾はすでに敵対矛盾ではない、と
言うのである。） という 1957年 4月の論断とを対比し、同時期におけるその相
違を以って劉少奇批判の正確性の保証としている点である。
　同時期の両者の言説を対照的に比較する、という批判方法は、それ自体に誤
りはない。しかし、大字報に引用された、毛沢東 《関於正確処理人民内部矛盾
的問題》 は 1957年 2月 27日になされた講話として引用されたものである。前
述したように、それは新たな文を原話に挿入することで、階級闘争消滅論から
階級闘争継続論への変身を遂げて、1957年 6月 19日に公開されたものである。
そして、この新たに公表された講話は、1957年 2月 25日の口頭発表から改変
され、反右派闘争のために周到に準備されたものであり、原話の主意とは異な
るものとなっている。このことから、大字報執筆者が 《関於正確処理人民内部
矛盾的問題》 として 《人民日報》 に発表された講話を 1957年 2月 27日の原話
とみなすこと自体、誤りであり、なおさら、これを 1957年 2月 27日の認識
として、劉少奇の 4月の認識を以って、すでに毛劉対立が存在していたと結論
を出すことは誤りであった。
　ところで、注目すべきは、前掲の劉少奇批判の口火を切った紅衛兵とは、中
央党学校の、いわば党史についてのプロである。常識的に考えて、後に 『毛沢
東思想万歳』 の材料となった文書類は、他の紅衛兵より得やすい立場だったは
ずである。現に、大字報に批判材料として掲載した 《在上海市党員幹部大会上
的講話》 は、当時まだ未公表であり20）、執筆者がその未公表講話を引用したも
のである。この間の事情については、新北大誓死衛東戦闘隊 《劉少奇是中国的
赫魯暁夫》21） の末尾に付された、北師大史四22）《長征紅衛軍》 による、次の一
句から類推できるであろう。それは、
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　　這分大字報所引的材料是没有公布的。在這里我們不能注明出処。但是我們
保証材料是絶対可靠的。原来的材料是否公布，以後請示再作決定。
　（筆者訳；この大字報が引用した資料は、未公開のものである。ここで、出典を明ら
かにはできない。しかし、資料が絶対に信頼できるものであると保証する。原資料を公
開するかどうかは、後で指示を待ってから決定する。）
　というものである。
　このように、これらの文革初期に劉少奇批判を展開した紅衛兵が劉少奇の未
公開講話を利用しえたことを考慮すると、同様に、中央党学校の紅衛兵は、毛
沢東の未公開講話も、他の紅衛兵よりははるかに入手可能であった、と見てよ
いであろうし、後に 『毛沢東思想万歳』 に掲載された 2月 27日の記録稿の存
在を早くに知っていたと見られても仕方あるまい。そして、《関於正確処理人
民内部矛盾的問題》における講話稿と発表稿との相違を早くから知っていたと
見られても仕方あるまい。だから、彼ら自身も前述の批判が誤っていたことは
気がついていたとは思われるが、その指摘はされることがなかった、或は、で
きなかった。では、批判におけるこのような単純な誤りをなぜ回避できなかっ
たのであろうか。
　皇帝・毛沢東の言は無謬でなければならなかったことは勿論であるが、この
無謬性を支え得た具体的な保障・措置は何か、である。
　その答えは次の一句に表現されている。
　　「対於主席的講話和文章我們堅決要以新華社、人民日報正式発表為准」 23）
　（筆者訳：主席の講話と文章については、断固として新華社と人民日報の正式発表を
基準とする。）
　である。
　これが毛沢東の著作にたいする、文革中の基本的スタンスであった。つま
り、気がついても、証拠として提出できない、口には出せない、という、閉塞
状況にあった。
　それでは、文革終了後にこの縛りは消失したのであろうか。残念ながら、文
革終結の現在も、この基本的態度は受け継がれている。
　それは、前掲 『建国以来毛沢東文稿』 の編集方針、即ち、序文の言葉と本文
の扱い、とに明らかである。それは、
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　「未経毛澤東審定的講話和談話記録稿，不編入這部文献集。」
　（筆者訳：毛沢東が校閲していない講話と談話の記録稿は本文献集には入れない。）
　「除公開発表過的文稿以外，非経征得中共中央文献室同意，不得引用。」
　（筆者訳：公開された文稿を除き、中共中央文献室の同意を得ることなしに、引用し
てはならない）
　という序文の言葉にある通り、『文稿』 は、注釈で毛沢東による校訂過程が
かなり綿密に書かれているとはいえ、すでに公開された著述の原話は収載され
ておらず、内容は公表時のままで、原話の発表期日を依然として表題に付して
いるのである。
　これは前述の文革中の批判と同様な誤りを導く道を依然として残している、
と言えよう。まさに、この編集方針は、現在も毛沢東という“皇統”を維持す
るための必要な措置として、中国の毛沢東著作研究が依然として基本的に学問
的論議を拒否していることを如実に示している。それゆえ、これは、中国の歴
史研究に登場する毛沢東の著述も、原話を提示せず改変されたものを提示し論
証するという実事求是に背く、誤りに誤りを重ねる道が準備されていることを
示している。
　
　さて、ここまで、述べてきた改変という事実の検証に用いたのは、『毛沢東
思想万歳』 である。これについては、
　『新中国出版五十年紀事』 24） には、1967年 5月 14日 ~1969年 12月 25日条
（p106） に
　中共中央先後 9次発文指出：各地許多紅衛兵組織非法将毛沢東未公開発表的
講話、文章、信件、詩詞、批示、照片等彙編成冊大量翻印；有的紅衛兵組織将
抄家得到的中央領導的内部講話、報告、機密文献等大量内部材料彙編成冊、
（下略）
　（筆者訳：中共中央相次いで 9回文書で、「各地の紅衛兵組織が非合法に毛沢東未公開
講話、文章、手紙、詩詞、批示、写真などと編集し本にし大量に復印し、ある紅衛兵組
織は家宅捜索で得た中央指導者の内部講話、報告、機密文献など大量の内部資料を編集
し本にし （下略）」 と指摘した。）
と、『毛沢東思想万歳』 の資料性の高さを自ら認めた言が有る。勿論、前述の
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『変局』 による指摘は、『毛沢東思想万歳』 に掲載された毛沢東の講話や文章が
必ずしも原形でないことを示しており、『毛沢東思想万歳』 には伏字や省略も
多い。しかし、それでもなお、これに代わる資料集は現在公開されてはいない
し、中国にはそれらを公開する意図はない。それゆえ、これまで、今堀誠二
『毛沢東研究序説』 25）、及び、竹内実編 『毛沢東集』 『毛沢東集補巻』 26） は建国
以前の毛沢東著作を対象とした重要な仕事であった。建国以後の毛沢東著作を
対象とした労作としては、同じく竹内実編 『毛沢東著作年表　上』 27） があり、
また、すでに 『毛沢東思想万歳』 （丁本） は覆印版として通行している28）。し
かし、これが最良の版本ではないし、『毛沢東思想万歳』 の全貌を明らかにす
るものでもない。それに 『毛沢東の秘められた講話』 に用いられた原本はなか
なか入手困難である。それゆえ、筆者は 『毛沢東思想万歳』 を基軸として、前
掲 『毛沢東集』 と同様な仕事の必要性を感じている。
　最後に、これまで 『毛沢東思想万歳』 （丁本） の完本について、これまで公
表されていないようなので、架蔵本を紹介しておく。
　『毛沢東思想万歳』 （丁本） 書誌
　編印者　未記載。丁本と同版の雲南造反派編印本が在るとのことである。
　大きさ　32開本 （182× 130）。
　表紙　 薄い黄土色　中央上部に黒色で毛沢東頭部右側面のレリーフ像 （毛沢
東著作に見受けられるものの反転像） その下に　覆印版 『毛沢東思想万
歳』 の背文字を横書きにしたもの。（繁体字赤の隷書で毛沢東思想万歳）。
裏表紙は無地。
　背　　 繁体字赤の隷書、縦書きで毛沢東思想万歳。下部に赤い 1つ星。覆印
版は、星を欠く。
　扉　　 扉左見返しに上に 「全世界无产者 , 联合起来」 . 扉は草色の子持罫。
罫内には簡体字赤の明朝 UB で 「毛沢東思想万歳」。中央少し上に、
赤い星 1つ、下部に赤で一九六九年八月。覆印版は全てを欠く。
　構成　 マルクス、エンゲルス、レーニン、スターリン、毛沢東の像のある色
刷り 1頁、説明・目次全 6頁。本文全 726頁、以下に余白 4頁を持
つ。台湾覆印版の色刷り表紙から本文 716頁まで同じ。なお、覆印版
毛沢東による著作改変の後遺症 （鱒澤）　〔25〕
では p.p.717-720《在八届十二中全会开幕式上的讲话》、p.p.721-726
《在八届十二中全会闭幕式上的讲话》を欠く。また、覆印版の印刷不
良は原本にはない。
　以下に、覆印版の印刷不良部分を明らかにしておく29）。
　　〔　〕内に印刷不良部分を示し、p715、p716の各 5行分は全行を示す。
p713
下 5行目 高〔尔基高〕明得多 , 下 4行目　大学。〔华罗庚数〕学家
　 3行目 祖宗〔是个中学教〕员。 下 2行目　教师，〔是工人，我看〕我们
p714
下 5行目 把他〔们消灭干〕净。 下 4目行　都消〔灭干净，全〕国人民
　 3行目 农民〔、战士、你看朱〕成昭 , 
p715下 5行目から下 1行目まで
 命的，军队还是要前进的。第四次王明路线那么长，还不
 是…
ママ
…。张闻天搞了十年，也不高明。…
ママ
…災难多了。解放
 后又是多少次 ! 你们年青人就是没经验，上帝原谅你们。你
 问起我，我答复了。不要以为我们这些人什么都了不起。有 
 我们这些人在都行，不在就天塌下来了，这也是迷信。
　　（筆者訳30）：（革命） しようとするものだし、軍隊はやはり前進しようとするものだ。
第 4次王明路線はあんなに長かったが、やはり……ではなかった。張聞天は 10年やっ
たが、すぐれてもいなかった、……災難が多かった。解放後も何度もあった。君たち若
い人は経験がないから、天帝は君たちを容認する。君が私にきくから、私は答えた。私
たちが何でもすばらしいと思っていけない。私たちがいれば何でもうまくいき、いない
と全部だめになる、というも迷信だ。）
716）
下 9行目 “〔，四·一四就是不赞　　　　　　　下 8行目　成〕，
下 5行目から下 1行目まで
 　　　赶快把领导找来，集中起来，你们今天睡个觉，明天再
　　　　　　开会。散会算了，以后再来。
　　　　　　　　江青 : 蒯大富，看你那个样子，难过 !  不过，对你也是
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　　　　　　个锻炼。（握手告别，韩爱晶不与首长握手就走了，江青把
　　　　　　韩爱晶叫住说 :“韩爱晶：
ママ
 31） 怎么不握手就走了 ?”）
〔筆者訳：急いで指導者を捜し、集め、君たちは今日は一眠りして、明日また会議を開
く。散会ならばそれまでで、以後、また来なさい。
江青：蒯大富、君の様子を見るとつらい。でも君にとっても鍛錬だ。（握手して別れる。
韓愛晶は握手せず行ってしまうので、江青は韓愛晶を呼び止めて） 韓愛晶。君はなぜ握
手しないで帰るのか。（と言った。）〕
 （了）　
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